
　（別紙４（２）） 事業所名 ：冨士 グループホーム　ほほえみ

目標達成計画 作 成 日  ： 令和　６　年　４　月　１８　日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成

に要する期
間

1
４

(３)
会議に様々な立場、職業の方を招いて情報収集
に役立ててみてはいかがでしょうか。

運営推進会議を有益な場にする。

自治会、防災関係、消防、学校、弁護士、有識者
など、様々な方に声掛けをして運営推進会議へ
の参加を促す。また、非常食を食べることで、実
際の災害が起きた時の対応についても話し合う。

１２ヶ月

2
４０

(１５)
食事を楽しむという事を改めて考えてみません
か。

食事の時間が有意義となるように工夫を凝ら
す。

これからも手作りの料理を提供していく。利用者
から嗜好調査をして、食べたい物を考える。また、
カップ麺やハンバーガーなどの日を設けて、利用
者に楽しんで頂く。テイクアウトをすることで、職員
への負担軽減にも繋がる。

１２ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む
具体的な計画を記入します。


